James W. Simmonsトロント大学教授(カナダ)の短期招請について by 藤田,直晴
MIJamesW.Simmonsト ロ ン ト大 学 教 授(カ ナダ)の
短 期 招 請 に つ い て
文学部助教授 藤 田 直 情
カナ ダ ・ トロ ン ト大学 のJ.シモ ン ズ教 授 は,1991年度 国 際 交 流 基 金 短 期 プ
ロ グ ラ ム に よ る客 員教 授 と して,4月2日 か ら5月6日 に い た る1カ 月余 日
の 間 本 学 に滞 在 され た。
シモ ンズ教 授 は都 市 研 究 にお け る世 界 的 中心 で あ る シ カゴ大 学 の黄 金 期 に
あ た る1960年代 に大 学 院 時 代 を過 ご され,大 変 に恵 まれ た教 育 ・研 究 環 境 の
下 で 若 い時 期 か ら多 くのす ぐれ た ご労 作 を発 表 され,世 界の都 市地理 学研究 を
主 導 され て き た研 究 者 の一 人で あ る。 教 授 の処 女 論 文"descriptiveModels
ofUrbanLandUse"(TheCanadianGeographers,Vol.9%3,1965)に
お け る都 市 内部 空 間 構 造 に 関す る 記述 モ デル は都 市 地 理 学 研 究上 一定 の 足 跡
を残 す もの と言 え る。 この モ デ ル は 「シモ ンズ 多 次 元 モ デ ル 」 と して わ が 国
の都 市 地理 学 の 専 門書 や教 科 書 に も紹介 され て い る。 多数 の 著作 と グ ロ ーバ
ル ・レベ ル で の 活 発 な研 究 活動 に よ り,わ が 国 の都 市地 理 学 研 究 者 の間 で も
高 い 知 名 度 を持 って お られ る 方 で あ る。
本 学 に滞 在 中,シ モ ン ズ教 授 に よ り学生 ・大 学 院 生 向け に2回 の 講 義 と公
開 シ ンポ ジ ュー ム にお け る講 演 が 行 わ れ た 。
第1回 目の講 義 は,「 メ トロポ リスで の 生 活 」 と言 う極 めて 現 代 的 ・複 雑
多 様 な テ ー マで,主 に学部 学生 向けの ものであ った。 内容 につ いては,予 め北 米
主 要 大 学 の学 部 レベル で の もの をお 願 い して お い た。 カナ ダ ・ア メ リカに お
け る多 くの具 体 的 事 例 を援 用 しなが ら,教 授 の豊 か な調 査 経 験 に基 づ く明 快
な 説 明 に よ り,現 代都 市 の 人間 生 活 上 の問 題 とそ の意 味,世 界 の 巨大 都 市 間
に 存 在 す る共 通 性 と相 違 性 が 浮 き彫 りに さ れ,出 席 学 生 は か な りの 程 度 理 解
を す る こ とが で き た と思 わ れる。 この ことは講 義 後 の議 論 の 中 味 で 確 認 さ れ た 。
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第2回 目の講義 は 「小売業 の立地 と消費者行動」 のテーマで行 われ た。第
1回 目よ りも専 門的で,大 学院生 向けの講義で あ った。小 売業 ・卸売 業は都
市産業 と言 われてお り,そ の立地 は都市 内部地域 の階層構造 に深 く関わ って
い るこ と,ま た現代都 市の空間構造 を考 える うえでの基本的枠 組 と筋道 が示
され た。
第3回 目の講義は 「世 界の都 市 システム研 究の新 局面」 にっ いて行 われた。
講義 は,多 くの都市地理学 専門家の参加の下 に,シ ンポ ジューム形式で進め
られ,シ モ ンズ教 授の最新 の研 究課 題 ・成果が提示 され た。 近年,教 授 はグ
ローバルな視 野での都市 システム研 究に関心 を寄せてお られ る。 世界 の都市
システ ムは政 治経済 の激動 を反映す る形 で急速 に再編成 されて きて いるが,
国民経 済 レベルでの研究 は比較 的多 いものの,グ ローバル ・レベルで の都市
システムに関す る体系的研 究は立 ち遅れて いること,特 に極東地 域を含め ア
ジア地域 は世 界都市 システム論 の ブラック ・ホール的存在 であ ることを指摘
し,構 築 されつつ あ る世界 システ ムを説 明す るため の動態理論 の デ ッサ ンを
示 された。
この ように,シ モ ンズ教授 の講義は極 めて 刺激 的で あ り,お よそ1カ 月の
短い期 間であ ったが,多 くの研究上 の示唆を残 された と言 える。
シモ ンズ教授 は,ま た 自ら東京 メ トロポ リスの都 心立地型大学 の生活 を満
喫 されたためか,ご 帰国の折にはす っか り 「明治び いき」 にな られて いた。
これ もひ とえに明治大学 国際交流セ ンターの暖かい ご配 慮 とご協力に よるも
ので あ り,所 長 ・事務長以下 ス タッフの皆 さんに心 か ら感謝す る旨の挨拶が
あったこ とを最後 につ け加 えて おきたい。
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